
登壇者

月経は、思春期から更年期に至るまで女性の健康状態を映し出す、重要なバイタルサインです。

それにもかかわらず、月経にまつわる困りごとや変化は、
医療・研究・社会の中で十分に活かされてきたとは言えません。

近年、アプリや調査、外来診療を通じて月経データは着実に蓄積されつつあります。
しかしそれらを医療・研究・産業・政策へどうつなぐのか。
共通の理解や、実践の知はまだ不足しています。

本セミナーでは、月経に関わる各分野の「現場」に焦点を当て、
当事者の困りごとから始まるプロセス、医療・データ・制度の制約、
そして実装に至るまでの試行錯誤を共有します。

人を起点に考えることで、イノベーションはどこまで具体化できるのか。

Person-Centered Innovation(人を起点としたイノベーション）の
リアルな実践に触れる時間です。
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会場

ヘルスケア・Femtech・データ関連企業

日本橋ライフサイエンスビルディング
東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前」駅A6出口より徒歩3分
JR総武快速線「新日本橋」駅5番出口より徒歩2分
JR山手線・京浜東北線・中央快速線「神田」駅南口より徒歩11分
JR山手緑・京浜東北線・中央快速緑｜東京」駅日本橋口より徒歩13分
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お問い合わせ先 女性の健康総合センター  オープンイノベーションセンター準備室事務局  ジーワン株式会社　 info@g-1.ne.jp

月2026年3月16日　 14:00-16:00



PROGRAM

月経に関する調査結果と当事者の声
（患者ジャーニー）

開会挨拶（ICWHの問題意識）

女性の健康総合センターオープンイノベーションセンター  準備室室長
松原 圭子

女性の健康総合センター  センター長
小宮 ひろみ

14:10-14:20

データセンター構想：インフラとしての月経データ
女性の健康総合センター データセンター  準備室室長
中野 孝介

14:20-14:40

医療現場における月経外来の実際
女性の健康総合センター妊娠と薬情報センター   女性外科/婦人科
藤岡 泉

14:40-15:00

月経・女性健康領域の産業動向整理
女性の健康総合センターオープンイノベーションセンター  渉外活動マネージャー 
ジーワン株式会社
西岡 恵子

15:00-15:20

研究機関と企業による共同取組の実践例
女性の健康総合センター女性の健康推進室  室長
森崎 菜穂

15:20-15:40

14:00 -14:10

総括・今後の展望・閉会挨拶
女性の健康総合センターオープンイノベーションセンター  準備室室長
松原 圭子

15:50-16:00

お申し込みはこちら

https://forms.gle/ZHCFBbqB7huaiD2F7https://forms.gle/ZHCFBbqB7huaiD2F7


